





























































































































総人口 蔵族 漢族 回族 土族
男 9,058 7,509 1,466 65 18
女 9,027 7,633 1,314 64 16



































































































































































































































































































夫 妻 結婚の年 形態 村内／外
A(29歳） a 2006 嫁入り 外
b 2008 嫁入り 外
C 2010 嫁入り 外
． 2013 嫁入り 外
e 2014 嫁入り 外









































































































































2 q･可 例･国 バボ
2 例．計 可･可 アニイ
1 "'.g 例.岡 アジヤ
1 例.劃 園･劃 アマ
1 例･恩 園･恩 アク
1 例．罰 例。司 アニイ
1 鋼.午 "'.qEg アシヤン









E(Ego)＝＝ 自分 B(Brother) 二二 兄弟
F(Father) ＝＝ 父 Z(Sister) ＝＝ 姉妹
M(Mother) ＝二 母 H(Husband) ＝＝ 夫























































､劃 アジ・ナマ アジ・ナマ E<BW,FBSW,FZSW,
MBSW,MZSW,
アパ アジヤ E<B(兄）
ヌウ ヌウ E>B(弟）
アジ アジ E<Z(姉）
サァンモ サァンモ E>Z(妹）
マウバ マウバ H,E>ZH
ナマ ナマ W,E>BW
ヴ。シル ヴ。シモ S
ヴモ。シモ ヴモ。シモ ，
ツァオ ツァオ BS,ZS
ツアモ ツアモ BD,ZD
出所:2016年7月の現地調査により筆者作成
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以上の8種の基本親族を中心にしながら，青海
省貴徳県S村とその周辺の村で収集した調査材料
を分析して地域の親族名称を表の形で述べる。
アムド地域の親族名称を見ると，年上の者には
ほとんど「ア」をつけ，年下の者と区別している
のが感じられる。
チベットの親族名称について，各地域によって
異なるが，共通点としての特徴は，年齢の序列を
厳密に考えていることである。「チベット人は，
父（アヤ）母（アマ）兄（アジョ）姉（アジェ）
弟（ノー）妹（ヌモ）のように，年上の者にはす
べて「ア」をつけ，年下の者と区別している。
彼等の呼び方に気をつけてみると，「親等の序列」
よりも「年齢の序列」をより厳密に考えている。
だから兄と弟，叔父と甥という関係は，ともに年
上と年下の関係ということになってしまう（長沢
1964:33)と述べており，以上の表6でも示した
ように，アムド地域においても，年上の者にはほ
とんど「ア"」をつけているのは，以上の表6で
明らかである。
五．考察
アムド地域において，西部大開発のインフラ開
発が進展してから，村落の若者たちは村を出て，
町や村落と遠く離れている地域に出稼ぎに出かけ
る傾向となった。それらの影響を受けて婚姻と家
族の形態も大きく変化した。
婚姻する際に，アムド地域のみならず，チベッ
ト全地域において，「骨系或いは家系」をよく調
べた上で通婚するのが一般的である。川喜田二郎
が指摘しているように同じ骨の者同士は，絶対に
結婚できない。すれば近親相姦であるという社会
的な問題はチベット全地域の共通点であるのが以
上の事例などで明らかである。しかし上述の事例
5と6で示しているように同じ肉の者同士の結婚
は許される。
調査対象のS村の54歳の女性は，近親間で通婚
してはいけない。結婚すると，身体障害者が生ま
れると話してくれた。中央チベットでも「チベッ
トは近親結婚が禁止であり，父系親族は絶対に結
婚してはいけない。母系親族は4世代以上離れた
親族同士ならば，結婚しても構わない。チベット
は交通不便であり，人数も少ない山地であるた
め，近親婚の例も存在したが，生まれた子供は身
体障害者であった。このような例は中央チベット
の林芝や米林などの山地区でよく見られる」（赤
烈曲孔1985:183)。
アムド地域にとって，「骨系或いは家系」に対
して,2000年代の西部大開発以前，不浄骨の世帯
の人と浄の世帯の人とは通婚できず，浄の世帯の
人と浄の世帯の人の間で通婚し，不浄の世帯の人
は不浄の世帯の人の間で通婚していた。しかし，
西部大開発以前，浄と不浄の世帯の人の間で全く
通婚しなかったわけではなく，上述の事例4で示
しているように少数は存在した。
西部大開発以降，インフラ整備の進展や市場経
済の導入などにより，アムド地域の婚姻と家庭の
形態も激しく変化した。上述の事例1,2,3で
示すように，浄の世帯と不浄の世帯の人の間でも
嫁不足や自由恋愛が原因で徐々に通婚できるよう
になった。また，以上の表3でも示すように，違
う守護神の問でも通婚している例が徐々に出現し
てきた。理由としては，若者たちが村外での生活
を経験することで，知り合う機会が増加し，通婚
範囲も拡大した。以上に述べたように，2000年以
前，若者たちが知り合う機会としては，村内の仕
事や夕方の水汲み，晩ご飯後の村民館でのドラ
マ放映会であったが，村外での生活を経験して以
降，村外の若者と付き合いが増え，伝統的な見合
い結婚より，自由恋愛結婚が多くなった。見合い
結婚の範囲はほとんど村内に決まっているが，表
2で示すように,2000年代以降，自由恋愛結婚が
多くなったため，村外から嫁入り形態（又は婿取
り）が多くを占めるようになった。
村外の人と付き合う際に，相手は「淨の世帯」
か「不浄の世帯」か，守護神が違う家の者かがわ
からない。守護神が同じ家の者同士，「淨の世帯」
と「淨の世帯」の者同士の間で付き合ったら，両
親も結婚を許しやすいが，「淨の世帯」と「不浄
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の世帯」の者同士，守護神が違う家の者同士の結
婚は両親に許されることは困難である。しかし，
自由恋愛結婚の事例l,2,3と表3で示すよう
に，子供ができたら，互いの家族も仕方がなく，
違う守護神と世帯であっても許した。自由恋愛結
婚は，経済の発展や若者の村外活動拡大の影響に
より，徐々に通婚範囲，あるいは若者たちの知り
合う機会を，村内を超えて村外や県外に広げた｡
それとともに,S村の婚姻は自由恋愛結婚が増加
したと筆者は考える。
地域の若い人々も出稼ぎや進学するようになっ
たため，恋愛の範囲も拡大して,2000年代以前の
通婚範囲と異なり，村外から嫁入り，婿取りする
傾向が増加した。2000年代以前，通婚範囲はほと
んど村落内に限られ，村内で通婚したら結婚の過
程も簡単であり，離婚率も低かった。しかし，以
上の表2で示すように,2000年代以降になると，
村外から嫁入りの比率が高く，村内の男女同士間
で通婚する比率が低くなっている。
繰り返しになるが，2000年代の初頭まで，上述
したように，チベットの婚姻形式は伝統的であ
り，結婚の過程も非常に簡単であったが，離婚の
過程も簡単であった。2000年代の初頭から子供を
戸籍簿に記載する際に，子供の両親の結婚証が必
要になった。それ以来結婚したら，すぐ政府に登
記し，現代的な結婚の傾向となった。つまり法律
上で承認する婚姻の傾向となった。アムド地域の
村落において，現在も50年代以上の夫婦では結婚
証を持っていない例は多い。
アムド地域においては，直系家族と核家族，大
家族が多く占めており，中でも，直系家族の形態
は多い。表4で示したように,S村落の世帯規模
はl～4世代から成り立っており，そのうちのほ
とんどでは2～3世代の人が一つの世帯単位とし
て生活している。
チベットの婚姻形態については，先行資料に基
づいて分析すると,1950年代以前，主に経済的理
由で複数婚姻も数多く存在していたが,1950年代
からチベットで複数婚姻を行う例は減少してい
る（包智明1992,六鹿2007,WuQi2013,林耀華
1985)。
チベットで複数婚姻をする理由について,1950
年代の青海省のチベット人を調査したアメリカの
チベット学者ロックヒルは，「私の調査によると，
妻を与える夫は必ず兄弟である。すなわち兄がま
ず妻をめとり，弟も彼女と同棲する。一妻多夫制
の起源は，疑いもなく貧困一つまり家族数をふ
やさぬためと，家族の財産を分割せぬためで，こ
の制度がつづいているのは全く貧困のためであ
る。（中略）一夫一婦主義になれた眼からみると，
チベット人のこのような結婚生活は，全く無秩序
に見える。しかし，だからといってチベット人を
未開と見てはいけない。（中略）チベット人の世
界に一妻多夫制が見られるのは，それだけの社会
的・経済的な理由と長期にわたる慣行が背後に秘
められているのである」（長沢1964:32～35)と
述べている。また，「チベットの財産相続は均分
制なので，一妻多夫制にしておけば，兄弟が父の
財産を分割しないですむ。また結婚式にかかる莫
大な経費を節約することができる。何人かの兄弟
がつぎつぎに遠い高原の彼方にキャラバンに赴く
ときには，実質的には一夫一婦制の形になるわけ
だ。女性の発言権の強いチベットでは，このよう
にでもしなければ，兄弟同士の財産分割の争いが
絶えず，どうしても兄弟別居の形をとることに
なってしまうだろう。そうなると，痩せた土地ば
かりの農地は，ますます分割されて小さくなって
しまう。2人または3人の兄弟が1人の妻をもら
えば，こうした財産分割は避けることができるわ
けである」（長沢1964:33)というように，経済
的な理由のため，チベットでは複数婚姻を行って
いた。
上述で示したように，本稿では，チベット・ア
ムド地域における婚姻と家族の形態を明確にする
ため，他チベット地域の婚姻形態や骨系，家系に
関する先行研究をまとめて分析し，アムド地域に
おける婚姻と家族の形態の事例を取り上げなが
ら，チベット族の婚姻と家族形態親族名称に
ついて述べた。さらに，西部大開発のインフラ整
備が進展した2000年以降，アムド地域の村落の若
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者たちが出稼ぎや就学のため村外に出るようにな
')，その影響によって婚姻圏の拡大と，「浄の世
補」と「不浄の世帯」のあいだ，または家の守護
神が違う者同士の結婚が増加し，アムド地域の婚
姻と家族形態に大きな変化が生じたと考察した。
しかし，調査対象のS村落では，婚姻と複数の家
族により「ツオワ」という伝統的社会集団を構成
しており，その集団内の婚姻状況，つまり内婚制
であるか外婚制であるかということについては，
本稿で示していないため，その集団内の婚姻状況
は今後の課題にする。
謝辞
本稿を作成するにあたって，平成25年度金沢大
学大学院博士号（文学）を取得した宮本眞晴氏よ
I)日本語の面倒やご丁寧なアドバイスをいただい
た。ここで心から感謝申し上げたい。本研究は金
沢大学大学院における異分野融合型教育プログラ
ム《異分野融合型文化資源マネジメント教育プロ
グラム》の海外フィールド派遣により研究調査を
行った研究成果の一部である。
【津】
IS村のインフォーマント（男,50代）によると，
例えば，正月の時，早めに嫁の実家に挨拶の訪問
に行く。また，嫁の実家が忙しい時，一般的に手
伝いに行く，また，結婚の時も，一般的に嫁側の
親族の話に従って，結婚式を行うなどの面で，嫁
側の家の地位が高いのは分かる。
2チベット地域は大きく三つに分かれている。それ
らは中央チベット地域,東チベット地域西チベッ
ト地域という。「中央チベット地域はウ・ツァン
と称せられるように，東部のウーと西部のツァン
から成っている。東チベット地域はカムとアムド
の二大地域に分けられる。カムはツァンポ河の大
屈曲部と四川盆地のあいだ付近のことをいい，グ
ルチュ河，ザチュ河，ディチュ河，ニャクチュ河
の大河やその支流が険しい渓谷を形成している。
アムドは現中国青海省から甘粛省西南部や四川省
北西部にかけての地域をいう。西チベット地域は
ガリと呼ばれる。乾燥した厳しい気候のもとにあ
るが，それでもインダス河，サトレジ河，ツァン
ポ河の大河川の源付近には居住可能な渓谷があ
る」（石川2009:12～14)。
チベット全地域の地勢は西のほうが高地西か
ら徐々に低い地勢になっている。地勢の高さに
よって上部．中部，下部と三つに分けられ，順番
にガリ(mnga'ris)は沢にたとえられ，ウ・ツァ
ン(dbusgtsang)は灌概用水路にたとえられ，
ドカム(mdokhams)は水田にたとえられている
と古代史料に記載されていた。言い換えれば，上
部のガリは三つの地区となり，中部のウ・ツァン
は四つの地区となり，下部のドカムは六つの山地
となる。
3アムド方言は，チベット地域における三大方言の
一つである。その三大方言は，①ウ・ツァン方言
（前蔵・後蔵)，②カム方言（康)，③アムド方言
である。吐蕃時代に,チベット語は三回改革(skad
gsarbcad)を行ったが，アムド地域は中央チベッ
トとは距離的に遠く，改革の影響を完全に受けな
かったため，古代言語が多数残っている。それが
アムド方言の特徴であると言語学界で言われてい
る。
4村人によると,21世紀以前,S村では，一般に言
えば，男は18歳，女は16歳になると，結婚すべき
年齢であると見なされていた。
5ハデンラモについて，沃蒸科堆茨(1993:27)は，
「チベット仏教ケルク派の主要な女守護神であり，
彼女の化身であるマジュハデンラモは西藏ラサ地
域の主要な女守護神である」と記述している。
6チィランの語彙について，歴史文献の中でte'u
rang,the'urang,thebrang,theburang,the'
urangsなど違う文字で記載しており，チィラン
の由来，各地域への伝播，特にアムド地域の民間
習俗では，チィランに注意することやその原因
について「中国藏学』に記載されている「shabo
mkha'byams2011｣。
7筆者が調査村に滞在している時に，意外なことが
起こった。それは「ハデンラモ守護神のある家が
チィランの家の知り合いに金を貸して，返す期間
を過ぎて2年経ったが，返してくれなかった。
チィランの家は保証人であるため，ハデンラモ守
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護神のその家長が保証人であるチィランの家のト
ラクターを縛って持ってきた。その翌日，トラク
ターを使う時，家長の手が機械に入ってしまって
指を切ってしまった。その時チィランの家が
怒ったせいであると考えた｣。また，40代の男性
は「数年前であるが，同じこのチィランの家の家
長と放牧に行った。夜，一つのベットに寝ている
と，夢の中で身体に猫が這ってきた。怖かった
ので「ゼルーウ（現地語で猫に対する叱る言葉)」
と殴ってすぐ起きたら，隣に寝ている家長も起き
た。その家長にどうしたと聞かれたが，その猫が
彼であるのが私は分かった。彼は分からないらし
かったが，言うとよくないため，夢を見ただけだ
と返事した。チィランの家は本当に存在する」と
話してくれた。
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